
昭
和
二
十
七
年
総
理
府
令
第
十
二
号

内
閣
府
所
管
旅
費
取
扱
規
則

国
家
公
務
員
等
の
旅
費
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
五

年
法
律
第
百
十
四
号
）
第
二
条
、
第
十
五
条
、
第
二
十
六

条
及
び
第
四
十
六
条
の
規
定
に
基
き
、
内
閣
及
び
総
理
府

所
管
旅
費
取
扱
規
程
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

（
目
的
）

第
一
条
　
内
閣
府
所
管
の
国
費
を
も
っ
て
、
国
家
公
務
員

（
以
下
「
職
員
」
と
い
う
。
）
及
び
職
員
以
外
の
者
に
対

し
て
支
給
す
る
旅
費
に
関
し
、
国
家
公
務
員
等
の
旅
費

に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
十
四
号
。

以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
の
規
定
に
よ
り
、
内
閣
総
理

大
臣
が
財
務
大
臣
に
協
議
し
て
定
め
る
事
項
そ
の
他
旅

費
の
取
扱
に
つ
い
て
は
、
別
に
定
め
る
も
の
を
除
く
ほ

か
、
こ
の
規
則
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

（
相
当
す
る
職
務
等
）

第
二
条
　
法
第
二
条
第
一
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
り
、
衆

議
院
議
員
選
挙
区
画
定
審
議
会
会
長
及
び
国
会
等
移
転

審
議
会
会
長
の
職
務
は
、
内
閣
総
理
大
臣
等
に
相
当
す

る
職
務
と
す
る
。

２
　
法
第
二
条
第
一
項
第
三
号
及
び
同
条
第
二
項
の
規
定

に
よ
り
、
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
（
昭

和
二
十
五
年
法
律
第
九
十
五
号
。
以
下
「
一
般
職
給
与

法
」
と
い
う
。
）
第
六
条
第
一
項
第
一
号
イ
に
規
定
す

る
行
政
職
俸
給
表
（
一
）
の
適
用
を
受
け
な
い
者
（
第

五
項
に
規
定
す
る
者
を
除
く
。
）
及
び
同
項
第
十
一
号

に
規
定
す
る
指
定
職
俸
給
表
の
適
用
を
受
け
な
い
者
の

行
政
職
俸
給
表
（
一
）
に
相
当
す
る
職
務
の
級
及
び
指

定
職
俸
給
表
に
相
当
す
る
職
務
は
、
別
表
一
に
定
め
る

と
こ
ろ
に
よ
る
。

３
　
一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用
及
び
給
与
の
特
例
に

関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律
第
百
二
十
五
号
。
以

下
「
任
期
付
職
員
法
」
と
い
う
。
）
第
三
条
各
項
の
規

定
に
よ
り
任
期
を
定
め
て
採
用
さ
れ
た
者
に
つ
い
て
、

法
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
る
行
政
職
俸
給

表
（
一
）
に
相
当
す
る
職
務
の
級
は
、
次
の
と
お
り
と

す
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
に
よ
り
難
い
場
合
に
は
、
法
第

二
条
第
一
項
第
三
号
の
規
定
に
よ
り
、
財
務
大
臣
と
協

議
の
上
、
指
定
職
の
職
務
に
相
当
す
る
職
務
と
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

一
　
任
期
付
職
員
法
第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
任

期
を
定
め
て
採
用
さ
れ
た
者
　
行
政
職
俸
給
表

（
一
）
の
適
用
を
受
け
る
者
と
の
権
衡
を
考
慮
し
て

旅
行
命
令
権
者
が
相
当
と
認
め
る
職
務
の
級

二
　
任
期
付
職
員
法
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
任

期
を
定
め
て
採
用
さ
れ
た
者
　
第
五
項
の
規
定
に
よ

る
行
政
職
俸
給
表
（
一
）
に
相
当
す
る
職
務
の
級

４
　
一
般
職
の
任
期
付
研
究
員
の
採
用
、
給
与
及
び
勤
務

時
間
の
特
例
に
関
す
る
法
律
（
平
成
九
年
法
律
第
六
十

五
号
。
以
下
「
任
期
付
研
究
員
法
」
と
い
う
。
）
第
三

条
第
一
項
各
号
の
規
定
に
よ
り
任
期
を
定
め
て
採
用
さ

れ
た
者
に
つ
い
て
、
法
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り

定
め
る
行
政
職
俸
給
表
（
一
）
に
相
当
す
る
職
務
の
級

は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

一
　
任
期
付
研
究
員
法
第
三
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定

に
よ
り
任
期
を
定
め
て
採
用
さ
れ
た
者
　
次
の
イ
か

ら
ヘ
ま
で
の
規
定
に
よ
る
。

イ
　
六
号
俸
の
俸
給
月
額
を
受
け
る
職
員
（
六
号
俸

を
超
え
る
俸
給
月
額
を
受
け
る
職
員
を
含
む
。
）

の
職
務
の
級
　
行
政
職
俸
給
表
（
一
）
に
よ
る
九

級
の
職
務
に
相
当
す
る
職
務
の
級

ロ
　
五
号
俸
の
俸
給
月
額
を
受
け
る
職
員
の
職
務
の

級
　
行
政
職
俸
給
表
（
一
）
に
よ
る
八
級
の
職
務

に
相
当
す
る
職
務
の
級

ハ
　
四
号
俸
の
俸
給
月
額
を
受
け
る
職
員
の
職
務
の

級
　
行
政
職
俸
給
表
（
一
）
に
よ
る
七
級
の
職
務

に
相
当
す
る
職
務
の
級

ニ
　
三
号
俸
の
俸
給
月
額
を
受
け
る
職
員
の
職
務
の

級
　
行
政
職
俸
給
表
（
一
）
に
よ
る
六
級
の
職
務

に
相
当
す
る
職
務
の
級

ホ
　
二
号
俸
の
俸
給
月
額
を
受
け
る
職
員
の
職
務
の

級
　
行
政
職
俸
給
表
（
一
）
に
よ
る
五
級
の
職
務

に
相
当
す
る
職
務
の
級

ヘ
　
一
号
俸
の
俸
給
月
額
を
受
け
る
職
員
の
職
務
の

級
　
行
政
職
俸
給
表
（
一
）
に
よ
る
四
級
の
職
務

に
相
当
す
る
職
務
の
級

二
　
任
期
付
研
究
員
法
第
三
条
第
二
号
の
規
定
に
よ
り

任
期
を
定
め
て
採
用
さ
れ
た
者
　
行
政
職
俸
給
表

（
一
）
に
よ
る
三
級
の
職
務
に
相
当
す
る
職
務
の
級

５
　
一
般
職
給
与
法
第
六
条
第
一
項
第
一
号
イ
に
規
定
す

る
行
政
職
俸
給
表
（
一
）
以
外
の
同
項
各
号
（
第
十
一

号
を
除
く
。
）
に
規
定
す
る
俸
給
表
の
適
用
を
受
け
る

者
の
行
政
職
俸
給
表
（
一
）
に
相
当
す
る
職
務
の
級

は
、
別
表
二
の
一
及
び
別
表
二
の
二
に
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
る
。

６
　
法
第
三
十
四
条
第
一
項
第
一
号
イ
に
規
定
す
る
特
定

指
定
職
在
職
者
及
び
特
定
指
定
職
在
職
者
に
相
当
す
る

も
の
は
、
別
表
三
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

（
電
磁
的
記
録
に
よ
る
旅
費
の
請
求
手
続
）

第
三
条
　
国
家
公
務
員
等
の
旅
費
支
給
規
程
（
昭
和
二
十

五
年
大
蔵
省
令
第
四
十
五
号
）
第
七
条
第
四
項
に
規
定

す
る
各
庁
の
長
が
定
め
る
方
法
は
、
旅
費
の
支
給
を
受

け
よ
う
と
す
る
旅
行
者
等
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機

と
支
出
官
等
の
使
用
に
係
る
電
子
計
算
機
と
を
電
気
通

信
回
線
で
接
続
し
た
電
子
情
報
処
理
組
織
を
使
用
す
る

方
法
と
す
る
。

（
証
人
等
の
旅
費
）

第
四
条
　
法
第
十
五
条
の
規
定
に
よ
っ
て
旅
行
す
る
証
人

等
に
支
給
す
る
旅
費
は
、
次
の
区
分
に
よ
る
旅
費
と
す

る
。

一
　
証
人
、
鑑
定
人
、
参
考
人
、
通
訳
そ
の
他
こ
れ
ら

に
類
す
る
者
の
旅
行
の
場
合
に
は
、
一
級
の
職
員
の

出
張
の
例
に
準
じ
て
計
算
し
た
旅
費

二
　
前
号
に
規
定
す
る
者
以
外
の
者
の
旅
行
の
場
合
に

は
、
用
務
の
内
容
、
支
給
を
受
け
る
者
の
学
識
経
験

及
び
社
会
的
地
位
等
を
考
慮
し
て
、
相
当
す
る
と
認

め
る
級
の
職
員
の
出
張
の
例
に
準
じ
て
計
算
し
た

旅
費

第
五
条
　
外
国
に
留
学
す
る
職
員
に
対
し
、
そ
の
留
学

中
、
国
か
ら
特
別
の
調
査
研
究
を
依
頼
し
た
場
合
に

は
、
法
第
三
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
支
度
料
と
し
て

三
万
円
を
支
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
内
国
旅
行
の
航
空
賃
）

第
六
条
　
法
第
十
八
条
に
規
定
す
る
航
空
賃
に
つ
い
て

は
、
当
該
旅
行
に
お
け
る
公
務
の
内
容
及
び
日
程
並
び

に
当
該
旅
行
に
係
る
旅
費
総
額
を
勘
案
し
て
、
航
空
機

を
利
用
す
る
こ
と
が
最
も
経
済
的
な
通
常
の
経
路
及
び

方
法
で
あ
る
と
旅
行
命
令
権
者
が
認
め
る
場
合
に
は
支

給
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
　
前
項
の
場
合
に
は
、
法
第
十
八
条
に
規
定
す
る
航
空

賃
に
つ
い
て
は
、
旅
客
取
扱
施
設
利
用
料
（
空
港
法

（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
八
十
号
）
第
十
六
条
第
三
項

（
同
附
則
第
五
条
第
一
項
及
び
関
西
国
際
空
港
及
び
大

阪
国
際
空
港
の
一
体
的
か
つ
効
率
的
な
措
置
及
び
管
理

に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
五
十
四
号
）

第
三
十
二
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。
）
の
規
定
に
よ
り
空
港
法
に
定
め
る
指
定
空
港
機

能
施
設
事
業
者
等
が
国
土
交
通
大
臣
に
届
け
出
て
徴
収

す
る
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
、
国
内
線
旅
客
サ
ー

ビ
ス
施
設
使
用
料
（
成
田
国
際
空
港
株
式
会
社
が
徴
収

す
る
も
の
）
、
旅
客
施
設
使
用
料
（
中
部
国
際
空
港
株

式
会
社
が
徴
収
す
る
も
の
）
及
び
地
方
公
共
団
体
が
管

理
す
る
空
港
に
お
け
る
同
様
の
料
金
を
含
む
も
の
と
す

る
。

（
外
国
旅
行
の
航
空
賃
）

第
六
条
の
二
　
法
第
三
十
四
条
に
規
定
す
る
航
空
賃
に
つ

い
て
は
、
旅
客
取
扱
施
設
利
用
料
、
国
際
線
旅
客
サ
ー

ビ
ス
施
設
使
用
料
（
成
田
国
際
空
港
株
式
会
社
が
徴
収

す
る
も
の
）
旅
客
施
設
使
用
料
（
中
部
国
際
空
港
株
式

会
社
が
徴
収
す
る
も
の
）
、
旅
客
保
安
サ
ー
ビ
ス
料

（
成
田
国
際
空
港
株
式
会
社
及
び
関
西
エ
ア
ポ
ー
ト
株

式
会
社
が
徴
収
す
る
も
の
）
及
び
地
方
公
共
団
体
が
管

理
す
る
空
港
及
び
海
外
の
空
港
に
お
け
る
同
様
の
料
金

を
含
む
も
の
と
す
る
。

（
在
勤
地
内
旅
行
の
旅
費
）

第
七
条
　
法
第
二
十
七
条
第
一
号
の
規
定
に
基
き
、
在
勤

地
内
旅
行
の
旅
費
の
額
を
、
次
の
各
号
の
と
お
り
定
め

る
。

一
　
旅
行
が
行
程
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
十
六
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
未
満
の
場
合
又
は
引
き
続
き
五
時
間
以
上
八

時
間
未
満
の
場
合
に
は
、
法
別
表
第
一
の
日
当
の
定

額
の
三
分
の
一
に
相
当
す
る
額
（
そ
の
額
に
一
円
未

満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数
に
相
当
す
る

額
を
控
除
し
た
額
）

二
　
旅
行
が
、
行
程
十
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
又
は
引

き
続
き
八
時
間
以
上
の
場
合
に
は
、
法
別
表
第
一
の

日
当
の
定
額
の
二
分
の
一
に
相
当
す
る
額
（
そ
の
額

に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
端
数
に

相
当
す
る
額
を
控
除
し
た
額
）

２
　
前
項
の
規
定
は
、
法
第
四
十
二
条
に
お
い
て
法
第
二

十
七
条
第
一
号
を
準
用
す
る
場
合
に
、
準
用
す
る
。
こ

の
場
合
に
お
い
て
、
前
項
中
「
法
別
表
第
一
」
と
あ
る

の
は
「
法
別
表
第
二
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
調
整
）

第
八
条
　
法
第
四
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次

の
各
号
に
該
当
す
る
場
合
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
基

準
に
よ
り
旅
費
の
支
給
を
調
整
す
る
。

一
　
職
員
の
職
務
の
級
が
さ
か
の
ぼ
っ
て
変
更
さ
れ
た

場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
職
員
が
既
に
行
っ
た
旅
行

の
旅
費
額
の
増
減
を
行
わ
な
い
。

二
　
旅
行
者
が
公
用
の
交
通
機
関
、
宿
泊
施
設
、
食
堂

施
設
等
を
無
料
で
利
用
し
て
旅
行
し
た
場
合
は
、
鉄

道
賃
、
船
賃
、
航
空
賃
、
車
賃
、
宿
泊
料
又
は
食
卓

料
を
支
給
し
な
い
。

三
　
鉄
道
旅
行
に
お
い
て
、
当
該
用
務
の
性
質
又
は
緩

急
の
度
合
い
に
よ
り
所
定
の
級
に
応
ず
る
旅
客
運

賃
、
急
行
料
金
、
特
別
車
両
料
金
又
は
座
席
指
定
料

金
を
支
給
す
る
必
要
が
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に

は
、
そ
の
級
に
応
ず
る
旅
客
運
賃
又
は
当
該
料
金
を

支
給
し
な
い
。

四
　
陸
路
旅
行
の
場
合
に
お
い
て
定
期
的
に
一
般
旅
客

営
業
を
行
っ
て
い
る
バ
ス
、
軌
道
、
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー

等
を
利
用
し
て
旅
行
を
行
う
の
が
通
常
の
経
路
で
あ

る
と
き
は
、
当
該
運
賃
の
実
費
を
車
賃
と
し
て
支
給

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

五
　
全
行
程
で
公
用
車
を
利
用
す
る
な
ど
交
通
費
実
費

が
伴
わ
な
い
方
法
に
よ
る
旅
行
の
場
合
、
又
は
、
旅

1



行
期
間
中
に
お
け
る
移
動
の
伴
わ
な
い
日
程
の
場
合

に
は
、
日
当
の
二
分
の
一
の
額
を
支
給
し
な
い
。

六
　
自
動
車
運
転
手
が
一
日
に
つ
き
七
十
五
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
未
満
又
は
引
き
続
き
八
時
間
未
満
（
出
張
先
に

お
け
る
待
時
間
を
含
む
。
）
の
運
転
を
行
っ
た
場
合

は
、
日
当
を
支
給
し
な
い
。
た
だ
し
、
諸
雑
費
が
発

生
し
た
場
合
、
又
は
宿
泊
を
伴
う
場
合
に
は
七
十
五

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
か
つ
八
時
間
以
上
の
場
合
を
含

め
日
当
の
二
分
の
一
を
支
給
す
る
。

七
　
旅
行
者
が
庁
舎
の
一
部
等
公
用
の
施
設
に
宿
泊
し

た
場
合
は
、
次
の
区
分
に
よ
り
宿
泊
料
を
支
給
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

イ
　
有
料
で
食
事
を
提
供
す
る
公
用
の
施
設
に
宿
泊

す
る
と
き
　
三
千
百
二
十
円

ロ
　
食
事
を
提
供
し
な
い
公
用
の
施
設
に
宿
泊
す
る

と
き
　
三
千
九
百
円

ハ
　
そ
の
他
研
修
施
設
等
の
安
価
な
施
設
へ
宿
泊
し

た
場
合
に
は
、
実
態
に
応
じ
た
宿
泊
料
の
減
額
を

行
う
。

八
　
自
宅
宿
泊
等
、
宿
泊
料
を
一
切
必
要
と
し
な
い
場

合
に
は
、
宿
泊
料
を
支
給
し
な
い
。

九
　
旅
行
者
が
、
旅
行
中
の
公
務
傷
病
等
に
よ
り
旅
行

先
の
医
療
施
設
等
を
利
用
し
て
療
養
し
た
た
め
、
国

家
公
務
員
災
害
補
償
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百

九
十
一
号
）
に
規
定
す
る
療
養
補
償
、
国
家
公
務
員

等
共
済
組
合
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
百
二
十
八

号
）
に
規
定
す
る
療
養
の
給
付
若
し
く
は
こ
れ
ら
に

準
ず
る
補
償
又
は
給
付
を
受
け
る
場
合
に
は
、
当
該

療
養
中
の
日
当
及
び
宿
泊
料
の
二
分
の
一
に
相
当
す

る
額
を
支
給
し
な
い
。

十
　
赴
任
に
伴
う
現
実
の
移
転
の
路
程
が
旧
在
勤
地
か

ら
新
在
勤
地
ま
で
の
路
程
に
満
た
な
い
と
き
は
、
そ

の
現
実
の
路
程
に
応
じ
た
法
別
表
第
一
の
移
転
料
定

額
を
支
給
す
る
。

十
一
　
赴
任
に
伴
う
旅
行
が
次
の
各
号
に
該
当
す
る
場

合
に
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
基
準
に
よ
る
着
後
手

当
（
扶
養
親
族
移
転
料
の
う
ち
着
後
手
当
相
当
分
を

含
む
。
）
を
支
給
す
る
。

イ
　
旅
行
者
が
新
在
勤
地
に
到
着
後
直
ち
に
職
員
の

た
め
の
国
設
宿
舎
を
利
用
で
き
る
場
合
又
は
自
宅

に
入
る
場
合
に
は
、
法
別
表
第
一
に
掲
げ
る
日
当

定
額
の
二
日
分
及
び
宿
泊
料
定
額
の
二
夜
分
に
相

当
す
る
額

ロ
　
赴
任
に
伴
う
移
転
の
路
程
が
鉄
道
五
十
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
未
満
の
場
合
に
は
、
法
別
表
第
一
に
掲
げ

る
日
当
定
額
の
三
日
分
及
び
宿
泊
料
定
額
の
三
夜

分
に
相
当
す
る
額

ハ
　
赴
任
に
伴
う
移
転
の
路
程
が
鉄
道
五
十
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
以
上
百
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
未
満
の
場
合
に

は
、
法
別
表
第
一
の
日
当
定
額
の
四
日
分
及
び
宿

泊
料
定
額
の
四
夜
分
に
相
当
す
る
額

十
二
　
国
の
経
費
以
外
の
経
費
か
ら
旅
費
が
支
給
さ
れ

る
旅
行
に
あ
っ
て
は
、
法
の
規
定
ど
お
り
の
旅
費
の

う
ち
国
の
経
費
以
外
の
経
費
か
ら
支
給
さ
れ
る
旅
費

額
に
相
当
す
る
額
を
支
給
し
な
い
。

十
三
　
留
学
な
ど
赴
任
に
相
当
す
る
も
の
で
旅
行
期
間

が
長
期
（
一
ヶ
月
以
上
）
と
な
る
場
合
を
除
き
、
原

則
支
度
料
を
支
給
し
な
い
。
な
お
、
保
険
料
、
医
薬

品
、
最
低
限
の
儀
礼
品
、
携
行
品
、
旅
行
雑
費
の
対

象
と
な
ら
な
い
任
意
の
予
防
注
射
等
に
つ
い
て
は
、

旅
行
命
令
権
者
に
よ
り
そ
の
必
要
性
が
認
め
ら
れ
た

場
合
に
は
、
領
収
書
等
を
確
認
の
上
、
実
費
支
給

（
支
度
料
の
額
を
上
限
）
を
行
う
。

十
四
　
支
度
料
を
支
給
す
る
旅
行
が
次
の
各
号
に
該
当

す
る
場
合
に
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
基
準
に
よ
る

支
度
料
を
支
給
す
る
。

イ
　
旅
行
期
間
十
五
日
未
満
の
出
張
を
す
る
場
合
に

は
、
法
別
表
第
二
の
三
に
掲
げ
る
旅
行
期
間
一
月

未
満
の
支
度
料
定
額
の
二
分
の
一
に
相
当
す
る
額

ロ
　
本
邦
か
ら
公
海
に
旅
行
す
る
場
合
に
は
、
法
別

表
第
二
の
三
に
掲
げ
る
支
度
料
定
額
の
範
囲
内
に

お
い
て
、
必
要
に
応
じ
内
閣
総
理
大
臣
が
財
務
大

臣
に
協
議
し
て
定
め
る
額

十
五
　
行
政
官
在
外
研
究
員
に
支
給
す
る
旅
費
の
う

ち
、
次
の
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
に
つ
い
て

は
、
法
第
三
十
四
条
第
一
項
、
第
三
十
五
条
第
一
項

及
び
第
三
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

そ
れ
ぞ
れ
イ
か
ら
ハ
ま
で
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

る
。

イ
　
航
空
賃
は
、
最
下
級
の
運
賃
と
す
る
。

ロ
　
留
学
す
る
国
に
到
着
し
た
日
の
翌
日
か
ら
出
発

の
日
の
前
日
ま
で
の
日
当
及
び
宿
泊
料
の
合
計
額

は
、
一
日
九
千
六
百
円
と
す
る
。

ハ
　
支
度
料
は
、
三
万
円
と
す
る
。

十
六
　
前
各
号
の
規
定
に
よ
り
難
い
特
別
の
事
情
が
あ

る
場
合
に
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２
　
法
第
四
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
各

号
に
該
当
す
る
場
合
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
基
準
に

よ
り
旅
費
の
支
給
を
調
整
す
る
。

一
　
法
第
十
六
条
第
一
項
第
三
号
に
規
定
す
る
線
路
に

よ
る
旅
行
に
お
い
て
、
内
閣
総
理
大
臣
、
国
務
大

臣
、
副
大
臣
、
大
臣
政
務
官
又
は
宮
内
庁
長
官
（
以

下
こ
の
項
（
第
九
号
を
除
く
。
）
に
お
い
て
「
内
閣

総
理
大
臣
等
」
と
い
う
。
）
に
秘
書
官
（
秘
書
官
と

同
様
の
職
務
の
者
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て

同
じ
。
）
が
随
行
す
る
場
合
に
は
、
当
該
秘
書
官
に

対
し
、
内
閣
総
理
大
臣
等
と
同
一
の
鉄
道
賃
を
支
給

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

二
　
法
第
十
七
条
第
一
項
第
一
号
、
第
二
号
及
び
第
五

号
並
び
に
第
二
項
に
規
定
す
る
船
舶
に
よ
る
旅
行
に

お
い
て
、
内
閣
総
理
大
臣
等
に
秘
書
官
が
随
行
す
る

場
合
に
は
、
当
該
秘
書
官
に
対
し
、
内
閣
総
理
大
臣

等
と
同
一
の
船
賃
を
支
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

三
　
沖
縄
の
復
帰
に
伴
う
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律

（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
百
二
十
九
号
）
第
二
条
第

二
項
に
規
定
す
る
本
土
と
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る

沖
縄
と
の
間
の
赴
任
の
場
合
に
支
給
す
る
法
第
二
十

三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
移
転
料
の
額
は
、
当
分
の

間
、
同
項
に
規
定
す
る
移
転
料
の
額
の
十
分
の
三
に

相
当
す
る
額
を
同
項
に
規
定
す
る
移
転
料
の
額
に
加

算
し
た
額
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

四
　
法
第
二
十
五
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
規

定
す
る
扶
養
親
族
移
転
料
の
う
ち
、
十
二
歳
未
満
の

者
に
対
す
る
航
空
賃
の
額
に
つ
い
て
は
、
当
分
の

間
、
そ
の
移
転
の
際
に
お
け
る
職
員
相
当
の
航
空
賃

の
額
を
限
度
と
し
て
、
現
に
支
払
っ
た
額
に
よ
る
こ

と
が
で
き
る
。

五
　
法
第
二
十
五
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
規

定
す
る
扶
養
親
族
移
転
料
の
鉄
道
賃
又
は
船
賃
の
う

ち
、
六
歳
未
満
の
者
を
三
人
以
上
随
伴
す
る
場
合
に

お
け
る
二
人
を
超
え
る
者
ご
と
及
び
十
二
歳
未
満
六

歳
以
上
の
者
に
支
給
す
る
特
別
車
両
料
金
又
は
特
別

船
室
料
金
の
額
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
そ
の
移

転
の
際
に
お
け
る
職
員
相
当
の
特
別
車
両
料
金
又
は

特
別
船
室
料
金
の
額
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

六
　
法
第
三
十
二
条
第
一
号
及
び
第
四
号
に
規
定
す
る

線
路
に
よ
る
旅
行
に
お
い
て
、
内
閣
総
理
大
臣
等
に

秘
書
官
が
随
行
す
る
場
合
に
は
、
当
該
秘
書
官
に
対

し
、
内
閣
総
理
大
臣
等
と
同
一
の
鉄
道
賃
を
支
給
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

七
　
法
第
三
十
三
条
第
一
号
及
び
第
三
号
に
規
定
す
る

船
舶
に
よ
る
旅
行
に
お
い
て
、
内
閣
総
理
大
臣
等
に

秘
書
官
が
随
行
す
る
場
合
に
は
、
当
該
秘
書
官
に
対

し
、
内
閣
総
理
大
臣
等
と
同
一
の
船
賃
を
支
給
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

八
　
法
第
三
十
四
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
規

定
す
る
航
空
路
に
よ
る
旅
行
に
お
い
て
、
内
閣
総
理

大
臣
、
国
務
大
臣
、
副
大
臣
又
は
大
臣
政
務
官
に
秘

書
官
が
随
行
す
る
場
合
に
は
、
当
該
秘
書
官
に
対

し
、
内
閣
総
理
大
臣
、
国
務
大
臣
、
副
大
臣
又
は
大

臣
政
務
官
と
同
一
の
級
の
運
賃
を
支
給
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

九
　
法
第
三
十
四
条
第
一
項
第
一
号
及
び
第
二
号
に
規

定
す
る
航
空
路
に
よ
る
旅
行
に
お
い
て
、
法
第
二
条

第
一
項
第
二
号
に
規
定
す
る
内
閣
総
理
大
臣
等
、
特

定
指
定
職
在
職
者
又
は
特
定
指
定
職
在
職
者
に
相
当

す
る
も
の
の
代
理
（
発
令
行
為
を
伴
う
も
の
に
限

る
。
）
と
し
て
公
務
の
た
め
旅
行
す
る
場
合
に
は
、

最
上
級
の
運
賃
を
支
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

十
　
法
第
三
十
四
条
第
一
項
第
一
号
ハ
又
は
第
二
号
ロ

に
規
定
す
る
運
賃
の
支
給
を
受
け
る
者
が
一
の
旅
行

区
間
に
お
け
る
所
要
航
空
時
間
が
二
十
四
時
間
以
上

の
航
空
路
に
よ
る
旅
行
を
す
る
場
合
に
は
、
当
該
航

空
路
に
よ
る
旅
行
に
お
け
る
乗
り
継
ぎ
回
数
及
び
そ

れ
に
要
す
る
時
間
を
勘
案
し
、
直
近
上
位
の
級
の
運

賃
を
支
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

十
一
　
国
際
会
議
等
に
出
席
す
る
た
め
内
閣
総
理
大

臣
、
国
務
大
臣
、
副
大
臣
、
大
臣
政
務
官
又
は
国
会

議
員
の
外
国
旅
行
に
同
行
す
る
者
が
同
一
の
宿
泊
施

設
に
宿
泊
し
な
け
れ
ば
公
務
上
支
障
を
来
た
す
場

合
、
又
は
国
際
会
議
等
に
お
い
て
外
国
政
府
等
よ
り

宿
泊
施
設
の
指
定
が
あ
り
当
該
宿
泊
施
設
以
外
に
宿

泊
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
は
、
宿
泊
料
定
額
を

超
過
し
て
現
に
支
払
っ
た
額
を
上
限
と
し
て
旅
行
命

令
権
者
が
適
当
と
認
め
る
額
を
支
給
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

（
日
額
旅
費
）

第
九
条
　
職
員
が
法
第
二
十
六
条
第
一
項
第
一
号
又
は
第

三
号
に
該
当
し
旅
行
す
る
場
合
に
は
、
次
の
区
分
に
よ

り
日
額
旅
費
を
支
給
す
る
。

一
　
日
帰
り
の
場
合

イ
　
旅
行
が
行
程
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
十
六
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
未
満
又
は
引
き
続
き
五
時
間
以
上
八
時

間
未
満
の
場
合

二
級
以
下
の
職
務
に
あ
る
者
　
五
百
三
十
円

三
級
以
上
の
職
務
に
あ
る
者
　
五
百
九
十
円

ロ
　
旅
行
が
行
程
十
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
又
は
引

き
続
き
八
時
間
以
上
の
場
合

二
級
以
下
の
職
務
に
あ
る
者
　
七
百
九
十
円

三
級
以
上
の
職
務
に
あ
る
者
　
九
百
円

ハ
　
旅
行
が
在
勤
地
以
外
の
地
に
わ
た
り
二
十
五
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
場
合

二
級
以
下
の
職
務
に
あ
る
者
　
千
五
十
円

三
級
以
上
の
職
務
に
あ
る
者
　
千
百
九
十
円

二
　
宿
泊
す
る
場
合

イ
　
公
用
の
宿
泊
施
設
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
宿
泊

施
設
で
宿
泊
料
を
徴
す
る
場
合

二
級
以
下
の
職
務
に
あ
る
者
　
四
千
七
百
六
十
円

三
級
以
上
の
職
務
に
あ
る
者
　
五
千
八
百
七
十
円

2



ロ
　
公
用
の
宿
泊
施
設
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
宿
泊

施
設
で
宿
泊
料
を
徴
し
な
い
場
合

二
級
以
下
の
職
務
に
あ
る
者
　
二
千
五
百
七
十
円

三
級
以
上
の
職
務
に
あ
る
者
　
三
千
百
四
十
円

ハ
　
下
宿
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
宿
泊
施
設
に
宿
泊

す
る
場
合

二
級
以
下
の
職
務
に
あ
る
者
　
四
千
七
十
円

三
級
以
上
の
職
務
に
あ
る
者
　
四
千
四
百
円

ニ
　
旅
館
に
宿
泊
す
る
場
合
（
旅
館
業
法
（
昭
和
二

十
三
年
法
律
第
百
三
十
八
号
）
第
二
条
第
二
項
の

旅
館
業
の
用
に
供
す
る
宿
泊
施
設
に
宿
泊
す
る
場

合
。
以
下
同
じ
。
）

（一）
　
三
十
日
未
満
の
期
間
に
つ
き

二
級
以
下
の
職
務
に
あ
る
者
　
七
千
四
百
十
円

三
級
以
上
の
職
務
に
あ
る
者
　
九
千
百
九
十
円

（二）
　
三
十
日
以
上
六
十
日
未
満
の
期
間
に
つ
き

二
級
以
下
の
職
務
に
あ
る
者
　
六
千
六
百
七
十
円

三
級
以
上
の
職
務
に
あ
る
者
　
八
千
二
百
六
十
円

（三）
　
六
十
日
以
上
の
期
間
に
つ
き

二
級
以
下
の
職
務
に
あ
る
者
　
五
千
九
百
三
十
円

三
級
以
上
の
職
務
に
あ
る
者
　
七
千
三
百
五
十
円

第
十
条
　
職
員
が
法
第
二
十
六
条
第
一
項
第
二
号
に
該
当

し
旅
行
す
る
場
合
に
は
、
次
の
区
分
に
よ
り
日
額
旅
費

を
支
給
す
る
。

一
　
日
帰
り
の
場
合

イ
　
旅
行
が
行
程
八
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
十
六
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
未
満
又
は
引
き
続
き
五
時
間
以
上
八
時

間
未
満
の
場
合
　
四
百
二
十
円

ロ
　
旅
行
が
行
程
十
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
又
は
引

き
続
き
八
時
間
以
上
の
場
合
　
六
百
二
十
円

二
　
宿
泊
す
る
場
合

イ
　
公
用
の
宿
泊
施
設
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
宿
泊

施
設
に
宿
泊
す
る
場
合

（一）
　
国
が
主
と
し
て
職
員
の
研
修
等
に
伴
う
宿
泊

の
用
に
供
し
て
い
る
施
設
に
宿
泊
す
る
場
合

（ｉ）
　
宿
泊
料
を
徴
す
る
場
合
　
二
千
八
百
円

（ｉｉ）
　
宿
泊
料
を
徴
し
な
い
場
合
　
二
千
八
十
円

（二）
　
（
一
）
以
外
の
施
設
に
宿
泊
す
る
場
合

（ｉ）
　
宿
泊
料
を
徴
す
る
場
合
　
三
千
八
百
円

（ｉｉ）
　
宿
泊
料
を
徴
し
な
い
場
合
　
二
千
八
十
円

ロ
　
下
宿
そ
の
他
こ
れ
ら
に
準
ず
る
宿
泊
施
設
に
宿

泊
す
る
場
合
　
三
千
二
百
六
十
円

ハ
　
旅
館
に
宿
泊
す
る
場
合

（一）
　
三
十
日
未
満
の
期
間
に
つ
き
　
五
千
九
百

十
円

（二）
　
三
十
日
以
上
六
十
日
未
満
の
期
間
に
つ
き
　

五
千
三
百
十
円

（三）
　
六
十
日
以
上
の
期
間
に
つ
き
　
四
千
七
百
二

十
円

三
　
研
修
の
た
め
国
又
は
地
方
公
共
団
体
の
各
共
済
組

合
が
運
営
す
る
宿
泊
施
設
に
宿
泊
す
る
場
合
に
お
い

て
、
そ
の
宿
泊
料
が
三
千
百
八
十
円
を
超
え
る
と
き

は
、
三
千
八
百
円
に
そ
の
超
え
る
部
分
に
相
当
す
る

額
を
加
算
し
て
得
た
額
（
た
だ
し
、
旅
館
に
宿
泊
す

る
場
合
の
そ
れ
ぞ
れ
の
区
分
に
よ
る
定
額
の
限
度
内

と
す
る
。
）
を
支
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

四
　
研
修
の
た
め
公
用
の
宿
泊
施
設
そ
の
他
こ
れ
に
準

ず
る
宿
泊
施
設
に
宿
泊
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
場

合
に
お
い
て
、
自
己
の
都
合
に
よ
り
公
用
の
宿
泊
施

設
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る
宿
泊
施
設
に
宿
泊
し
な
い

と
き
は
、
公
用
の
宿
泊
施
設
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
る

宿
泊
施
設
に
宿
泊
す
る
場
合
の
研
修
者
に
対
し
て
支

給
す
る
額
と
同
一
額
の
日
額
旅
費
を
支
給
す
る
も
の

と
す
る
。

第
十
一
条
　
前
二
条
の
規
定
に
よ
り
日
額
旅
費
を
支
給
す

る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
旅
行
が
次
の
各
号
に
該
当
す

る
と
き
は
、
当
該
各
号
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
支
給

す
る
。

一
　
特
に
多
額
の
鉄
道
賃
、
船
賃
又
は
車
賃
（
以
下

「
運
賃
」
と
い
う
。
）
を
必
要
と
す
る
場
合
に
は
、
前

二
条
の
規
定
に
よ
る
日
額
旅
費
の
額
に
次
に
掲
げ
る

額
を
加
算
し
た
額
を
支
給
す
る
。

イ
　
日
帰
り
の
場
合

最
低
運
賃
の
実
費
額
が
当
該
旅
行
に
お
い
て
支
給

さ
れ
る
日
額
の
二
分
の
一
に
相
当
す
る
額
を
超

え
る
場
合
は
、
そ
の
超
え
る
額

ロ
　
宿
泊
す
る
場
合

最
低
運
賃
の
実
費
額
が
宿
泊
所
と
用
務
地
間
の
距

離
又
は
所
要
時
間
に
応
じ
た
第
十
条
第
一
号
又

は
前
条
第
一
号
の
区
分
に
よ
り
支
給
さ
れ
る
日

額
の
二
分
の
一
に
相
当
す
る
額
を
超
え
る
場
合

は
、
そ
の
超
え
る
額

二
　
公
用
の
交
通
機
関
を
利
用
す
る
又
は
通
勤
手
当
が

支
給
さ
れ
る
等
日
額
旅
費
で
賄
う
こ
と
と
さ
れ
て
い

る
交
通
費
実
費
を
伴
わ
な
い
場
合
（
旅
行
期
間
に
お

け
る
移
動
の
伴
わ
な
い
日
程
を
含
む
。
）
に
は
、
支

給
さ
れ
る
日
額
旅
費
の
額
か
ら
次
に
掲
げ
る
額
を
控

除
し
た
額
を
支
給
す
る
。

イ
　
日
帰
り
の
場
合
　
前
二
条
の
規
定
に
よ
る
日
額

旅
費
の
額
の
二
分
の
一
に
相
当
す
る
額

ロ
　
宿
泊
す
る
場
合
　
宿
泊
所
と
用
務
地
間
の
距
離

又
は
所
要
時
間
に
応
じ
た
第
十
条
第
一
号
又
は
前

条
第
一
号
の
区
分
に
よ
り
支
給
さ
れ
る
日
額
の
二

分
の
一
に
相
当
す
る
額

（
普
通
旅
費
の
支
給
）

第
十
二
条
　
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
旅
費
は
、
前
三

条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
日
額
旅
費
に
代
え
て
法
に

定
め
る
旅
費
を
支
給
す
る
。

一
　
第
十
条
又
は
第
十
一
条
の
場
合
に
お
い
て
、
用
務

地
に
到
着
し
た
日
ま
で
及
び
用
務
終
了
後
そ
の
地
を

出
発
し
た
日
か
ら
帰
着
の
日
ま
で
の
旅
費

二
　
日
額
旅
費
の
支
給
を
受
け
る
者
が
、
用
務
地
か
ら

一
時
他
の
地
に
旅
行
し
、
若
し
く
は
一
時
帰
庁
す
る

場
合
の
旅
費
。
た
だ
し
、
帰
着
の
日
の
日
当
は
支
給

せ
ず
日
額
旅
費
を
支
給
す
る
。

三
　
日
額
旅
費
の
支
給
を
受
け
る
者
が
、
天
災
そ
の
他

や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ
り
宿
泊
し
た
場
合
の
宿
泊

料
。
た
だ
し
日
帰
り
旅
行
等
、
宿
泊
を
想
定
し
て
い

な
い
場
合
に
限
る
。

附
　
則

１
　
こ
の
府
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
昭
和
二
十

七
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

２
　
総
理
庁
所
管
内
国
旅
費
支
給
規
程
（
昭
和
二
十
二
年

総
理
庁
令
第
二
十
一
号
）
は
、
廃
止
す
る
。

３
　
警
察
庁
の
職
員
に
支
給
す
る
旅
費
に
つ
い
て
、
こ
の

規
則
に
よ
り
が
た
い
と
き
は
、
内
閣
総
理
大
臣
は
財
務

大
臣
と
協
議
し
て
特
別
の
定
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４
　
宮
内
庁
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
七
十
号
）
附
則

第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
皇
嗣
職
が
置
か
れ
て
い

る
間
に
お
い
て
は
、
別
表
第
一
及
び
別
表
第
三
の
規
定

の
適
用
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら
表
中
「
東
宮
大
夫
」
と

あ
る
の
は
「
皇
嗣
職
大
夫
」
と
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
二
七
年
六
月
一
八
日
総
理
府
令

第
三
一
号
）

こ
の
府
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
昭
和
二
十

七
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
二
七
年
六
月
二
六
日
総
理
府
令

第
三
五
号
）

こ
の
府
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
但
し
、

第
三
条
の
二
の
規
定
は
、
昭
和
二
十
七
年
六
月
二
日
か

ら
、
第
四
条
及
び
別
表
の
改
正
規
定
は
、
昭
和
二
十
七

年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
二
七
年
八
月
二
七
日
総
理
府
令

第
五
九
号
）

こ
の
府
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
二
七
年
九
月
一
五
日
総
理
府
令

第
七
〇
号
）

こ
の
府
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
昭
和
二
十

七
年
八
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
二
八
年
八
月
八
日
総
理
府
令
第

四
一
号
）
　
抄

こ
の
府
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
附
則
第
三

項
及
び
別
表
の
改
正
規
定
は
昭
和
二
十
七
年
八
月
一
日

か
ら
適
用
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
二
八
年
九
月
一
五
日
総
理
府
令

第
六
三
号
）

こ
の
府
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
昭
和
二
十

八
年
九
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
二
九
年
一
二
月
二
一
日
総
理
府

令
第
八
九
号
）
　
抄

１
　
こ
の
府
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
昭
和
二
十

九
年
七
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
三
二
年
一
一
月
二
日
総
理
府
令

第
七
四
号
）

こ
の
府
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
三
六
年
七
月
七
日
総
理
府
令
第

三
八
号
）

こ
の
府
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
原
子
力
委

員
会
専
門
委
員
に
係
る
改
正
部
分
は
、
昭
和
三
十
六
年

四
月
二
十
五
日
か
ら
適
用
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
三
七
年
一
一
月
二
二
日
総
理
府

令
第
六
四
号
）

こ
の
府
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
昭
和
三
十

七
年
九
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。
た
だ
し
、
警
察
庁
の

職
員
に
支
給
す
る
旅
費
に
つ
い
て
は
、
昭
和
三
十
七
年

十
二
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
三
八
年
七
月
一
一
日
総
理
府
令

第
三
五
号
）

こ
の
府
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
昭
和
三
十

八
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
〇
年
一
一
月
一
日
総
理
府
令

第
四
六
号
）

こ
の
府
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
昭
和
三
十

九
年
十
二
月
十
七
日
か
ら
適
用
す
る
。
た
だ
し
、
附
則

第
三
項
の
改
正
規
定
は
、
昭
和
四
十
年
四
月
一
日
か
ら

適
用
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
一
年
三
月
二
三
日
総
理
府
令

第
八
号
）

こ
の
府
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
昭
和
四
十

年
十
二
月
二
十
七
日
か
ら
適
用
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
一
年
五
月
二
八
日
総
理
府
令

第
二
七
号
）

１
　
こ
の
府
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
こ
の
府
令
に
よ
る
改
正
後
の
内
閣
及
び
総
理
府
所
管

旅
費
取
扱
規
則
の
規
定
は
、
昭
和
四
十
一
年
四
月
一
日

以
後
に
出
発
す
る
旅
行
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に

3



出
発
し
た
旅
行
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ

る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
一
年
八
月
一
三
日
総
理
府
令

第
四
〇
号
）

こ
の
府
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
昭
和
四
十

一
年
七
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
二
年
三
月
四
日
総
理
府
令
第

一
二
号
）

こ
の
府
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
昭
和
四
十

一
年
十
二
月
二
十
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
三
年
二
月
九
日
総
理
府
令
第

四
号
）

こ
の
府
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
昭
和
四
十

二
年
十
二
月
二
十
二
日
か
ら
適
用
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
三
年
一
〇
月
九
日
総
理
府
令

第
五
二
号
）

こ
の
府
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
昭
和
四
十

三
年
九
月
十
八
日
か
ら
適
用
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
四
年
一
月
二
七
日
総
理
府
令

第
二
号
）

こ
の
府
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
改
正
後
の

内
閣
及
び
総
理
府
所
管
旅
費
取
扱
規
則
の
規
定
は
、
昭

和
四
十
三
年
十
二
月
二
十
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
四
年
八
月
二
七
日
総
理
府
令

第
三
二
号
）

こ
の
府
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
第
一
条
か

ら
第
三
条
ま
で
に
規
定
す
る
各
府
令
の
こ
れ
ら
の
規
定

に
よ
る
改
正
後
の
規
定
は
、
昭
和
四
十
四
年
五
月
十
日

か
ら
適
用
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
五
年
一
月
二
九
日
総
理
府
令

第
一
号
）

こ
の
府
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
改
正
後
の

内
閣
及
び
総
理
府
所
管
旅
費
取
扱
規
則
の
規
定
は
、
昭

和
四
十
四
年
十
二
月
二
日
か
ら
適
用
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
五
年
七
月
九
日
総
理
府
令
第

二
六
号
）

こ
の
府
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
第
一
条
及

び
第
二
条
に
規
定
す
る
各
府
令
の
こ
れ
ら
の
規
定
に
よ

る
改
正
後
の
規
定
は
、
昭
和
四
十
五
年
四
月
十
七
日
か

ら
適
用
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
五
年
九
月
一
九
日
総
理
府
令

第
三
二
号
）

こ
の
府
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
改
正
後
の

内
閣
及
び
総
理
府
所
管
旅
費
取
扱
規
則
の
規
定
は
、
昭

和
四
十
五
年
八
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
六
年
二
月
三
日
総
理
府
令
第

五
号
）

こ
の
府
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
改
正
後
の

内
閣
及
び
総
理
府
所
管
旅
費
取
扱
規
則
の
規
定
は
、
昭

和
四
十
五
年
十
二
月
十
七
日
以
後
に
出
発
す
る
旅
行
か

ら
適
用
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
六
年
四
月
二
八
日
総
理
府
令

第
二
七
号
）

こ
の
府
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
改
正
後
の

内
閣
及
び
総
理
府
所
管
旅
費
取
扱
規
則
の
規
定
は
、
昭

和
四
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
七
年
三
月
四
日
総
理
府
令
第

四
号
）

こ
の
府
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
改
正
後
の

内
閣
及
び
総
理
府
所
管
旅
費
取
扱
規
則
の
規
定
は
、
昭

和
四
十
六
年
十
二
月
十
五
日
以
後
に
出
発
す
る
旅
行
か

ら
適
用
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
七
年
五
月
三
〇
日
総
理
府
令

第
三
八
号
）

こ
の
府
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
改
正
後
の

内
閣
及
び
総
理
府
所
管
旅
費
取
扱
規
則
及
び
警
察
庁
旅

費
取
扱
規
則
の
規
定
は
、
昭
和
四
十
七
年
五
月
十
五
日

以
後
に
出
発
す
る
旅
行
か
ら
適
用
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
七
年
六
月
二
九
日
総
理
府
令

第
四
六
号
）

こ
の
府
令
は
、
昭
和
四
十
七
年
七
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。附

　
則
　
（
昭
和
四
七
年
一
二
月
二
八
日
総
理
府

令
第
七
五
号
）

こ
の
府
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
改
正
後
の

内
閣
及
び
総
理
府
所
管
旅
費
取
扱
規
則
の
規
定
は
、
昭

和
四
十
七
年
十
一
月
十
三
日
以
後
に
出
発
す
る
旅
行
か

ら
適
用
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
八
年
一
〇
月
三
日
総
理
府
令

第
五
〇
号
）

こ
の
府
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
改
正
後
の

内
閣
及
び
総
理
府
所
管
旅
費
取
扱
規
則
の
規
定
は
、
昭

和
四
十
八
年
七
月
一
日
以
後
に
出
発
す
る
旅
行
か
ら
適

用
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
四
九
年
二
月
一
二
日
総
理
府
令

第
一
号
）

こ
の
府
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
こ
の
府
令

に
よ
る
改
正
後
の
内
閣
及
び
総
理
府
所
管
旅
費
取
扱
規

則
の
規
定
は
、
昭
和
四
十
八
年
九
月
二
十
六
日
以
後
に

出
発
す
る
旅
行
か
ら
適
用
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
〇
年
三
月
四
日
総
理
府
令
第

六
号
）

こ
の
府
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
改
正
後
の

内
閣
及
び
総
理
府
所
管
旅
費
取
扱
規
則
別
表
二
の
規
定

は
、
昭
和
四
十
九
年
十
二
月
二
十
三
日
以
後
に
出
発
す

る
旅
行
か
ら
適
用
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
〇
年
三
月
二
九
日
総
理
府
令

第
一
二
号
）

こ
の
府
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
改
正
後
の

内
閣
及
び
総
理
府
所
管
旅
費
取
扱
規
則
の
規
定
中
土
地

鑑
定
委
員
会
に
関
す
る
部
分
は
昭
和
四
十
九
年
六
月
二

十
六
日
か
ら
、
公
害
健
康
被
害
補
償
不
服
審
査
会
に
関

す
る
部
分
は
同
年
九
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
〇
年
八
月
三
〇
日
総
理
府
令

第
五
四
号
）

こ
の
府
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
改
正
後
の

内
閣
及
び
総
理
府
所
管
旅
費
取
扱
規
則
の
規
定
は
、
昭

和
五
十
年
七
月
二
十
一
日
以
後
に
出
発
す
る
旅
行
か
ら

適
用
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
一
年
三
月
八
日
総
理
府
令
第

一
〇
号
）

こ
の
府
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
改
正
後
の

内
閣
及
び
総
理
府
所
管
旅
費
取
扱
規
則
の
規
定
は
、
昭

和
五
十
年
十
一
月
七
日
以
後
に
出
発
す
る
旅
行
か
ら
適

用
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
二
年
一
月
二
〇
日
総
理
府
令

第
一
号
）

こ
の
府
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
改
正
後
の

内
閣
及
び
総
理
府
所
管
旅
費
取
扱
規
則
の
規
定
は
、
昭

和
五
十
一
年
十
一
月
五
日
以
後
に
出
発
す
る
旅
行
か
ら

適
用
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
四
年
一
〇
月
二
〇
日
総
理
府

令
第
四
七
号
）

１
　
こ
の
府
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
改
正
後
の
内
閣
及
び
総
理
府
所
管
旅
費
取
扱
規
則
の

規
定
は
、
昭
和
五
十
四
年
四
月
一
日
以
後
に
出
発
す
る

旅
行
及
び
同
日
前
に
出
発
し
、
か
つ
、
同
日
以
後
に
完

了
す
る
旅
行
の
う
ち
同
日
以
後
の
期
間
に
対
応
す
る
分

に
つ
い
て
適
用
し
、
当
該
旅
行
の
う
ち
同
日
前
の
期
間

に
対
応
す
る
分
及
び
同
日
前
に
完
了
し
た
旅
行
に
つ
い

て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
六
年
四
月
一
三
日
総
理
府
令

第
二
七
号
）

こ
の
府
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
八
年
九
月
一
日
総
理
府
令
第

二
四
号
）

こ
の
府
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
九
年
六
月
二
九
日
総
理
府
令

第
三
五
号
）

こ
の
府
令
は
、
昭
和
五
十
九
年
七
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
九
年
九
月
三
日
総
理
府
令
第

四
五
号
）

こ
の
府
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
六
〇
年
三
月
二
日
総
理
府
令
第

四
号
）

こ
の
府
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
改
正
後
の

第
五
条
第
八
号
の
規
定
は
昭
和
五
十
九
年
四
月
一
日
か

ら
適
用
し
、
改
正
後
の
附
則
第
六
項
の
規
定
は
同
年
十

二
月
二
十
日
か
ら
適
用
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
六
一
年
二
月
一
五
日
総
理
府
令

第
二
号
）

１
　
こ
の
府
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
改
正
後
の
内
閣
及
び
総
理
府
所
管
旅
費
取
扱
規
則

（
以
下
「
新
府
令
」
と
い
う
。
）
の
規
定
は
、
昭
和
六
十

年
十
二
月
二
十
一
日
以
後
に
出
発
す
る
旅
行
か
ら
適
用

す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
昭
和
六
十
年
十
二
月
二

十
一
日
か
ら
同
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
出
発
し
た
旅

行
に
係
る
新
府
令
第
二
条
第
二
項
の
規
定
の
適
用
に
つ

い
て
は
、
同
項
中
「
一
般
職
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す

る
法
律
」
と
あ
る
の
は
、
「
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に

関
す
る
法
律
」
と
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
六
二
年
五
月
一
五
日
総
理
府
令

第
一
八
号
）

こ
の
府
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
元
年
二
月
二
八
日
総
理
府
令
第

七
号
）

こ
の
府
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
改
正
後
の

内
閣
及
び
総
理
府
所
管
旅
費
取
扱
規
則
の
規
定
は
、
平

成
元
年
一
月
十
一
日
以
後
に
出
発
す
る
旅
行
か
ら
適
用

す
る
。附

　
則
　
（
平
成
二
年
四
月
九
日
総
理
府
令
第
八

号
）

こ
の
府
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
改
正
後
の

内
閣
及
び
総
理
府
所
管
旅
費
取
扱
規
則
の
規
定
は
、
平

成
二
年
二
月
一
日
以
後
に
出
発
す
る
旅
行
か
ら
適
用
す

る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
年
六
月
二
九
日
総
理
府
令
第

三
〇
号
）

こ
の
府
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
改
正
後
の

附
則
第
五
項
の
規
定
は
、
平
成
二
年
六
月
十
五
日
か
ら

適
用
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
年
八
月
三
日
総
理
府
令
第
三

九
号
）

１
　
こ
の
府
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
改
正
後
の
内
閣
及
び
総
理
府
所
管
旅
費
取
扱
規
則
、

北
海
道
開
発
局
職
員
日
額
旅
費
支
給
規
則
、
防
衛
庁
旅

費
規
則
及
び
警
察
庁
旅
費
取
扱
規
則
の
規
定
は
、
平
成

4



二
年
四
月
一
日
以
後
に
出
発
す
る
旅
行
及
び
同
日
前
に

出
発
し
、
か
つ
、
同
日
以
後
に
完
了
す
る
旅
行
の
う
ち

同
日
以
後
の
期
間
に
対
応
す
る
分
に
つ
い
て
適
用
し
、

当
該
旅
行
の
う
ち
同
日
前
の
期
間
に
対
応
す
る
分
及
び

同
日
前
に
完
了
し
た
旅
行
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の

例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
年
一
一
月
一
三
日
総
理
府
令

第
五
四
号
）

こ
の
府
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
改
正
後
の

内
閣
及
び
総
理
府
所
管
旅
費
取
扱
規
則
の
規
定
は
、
平

成
二
年
十
月
三
十
一
日
以
後
に
出
発
す
る
旅
行
か
ら
適

用
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
三
年
三
月
六
日
総
理
府
令
第
五

号
）

こ
の
府
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
改
正
後
の

内
閣
及
び
総
理
府
所
管
旅
費
取
扱
規
則
等
の
規
定
は
、

平
成
二
年
十
二
月
二
十
六
日
以
降
に
出
発
す
る
旅
行
か

ら
適
用
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
四
年
三
月
三
日
総
理
府
令
第
二

号
）

こ
の
府
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
改
正
後
の

内
閣
及
び
総
理
府
所
管
旅
費
取
扱
規
則
等
の
規
定
は
、

平
成
三
年
十
二
月
二
十
四
日
以
後
に
出
発
す
る
旅
行
か

ら
適
用
す
る
。
た
だ
し
、
附
則
第
四
項
及
び
第
五
項
に

係
る
改
正
規
定
は
、
平
成
四
年
二
月
一
日
か
ら
適
用

し
、
同
日
前
に
出
発
し
た
旅
行
に
つ
い
て
は
、
な
お
従

前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
六
年
八
月
二
三
日
総
理
府
令
第

四
七
号
）

こ
の
府
令
は
、
一
般
職
の
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇

等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
六
年
九
月
一

日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
七
年
三
月
二
四
日
総
理
府
令
第

四
号
）

こ
の
府
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
改
正
後
の

内
閣
及
び
総
理
府
所
管
旅
費
取
扱
規
則
附
則
第
五
項

は
、
平
成
七
年
三
月
十
七
日
以
後
に
出
発
す
る
旅
行
か

ら
適
用
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
七
年
七
月
二
五
日
総
理
府
令
第

三
八
号
）

こ
の
府
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
改
正
後
の

内
閣
及
び
総
理
府
所
管
旅
費
取
扱
規
則
の
規
定
は
、
平

成
七
年
七
月
三
日
以
後
に
出
発
す
る
旅
行
か
ら
適
用
す

る
。

附
　
則
　
（
平
成
七
年
一
一
月
一
五
日
総
理
府
令

第
五
四
号
）

こ
の
府
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
改
正
後
の

内
閣
及
び
総
理
府
所
管
旅
費
取
扱
規
則
の
規
定
は
、
平

成
七
年
十
月
十
一
日
以
後
に
出
発
す
る
旅
行
か
ら
適
用

す
る
。附

　
則
　
（
平
成
九
年
一
月
三
一
日
総
理
府
令
第

四
号
）

こ
の
府
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
改
正
後
の

内
閣
及
び
総
理
府
所
管
旅
費
取
扱
規
則
の
規
定
中
行
政

改
革
会
議
に
関
す
る
部
分
は
平
成
八
年
十
一
月
二
十
七

日
か
ら
、
国
会
等
移
転
審
議
会
に
関
す
る
部
分
は
同
年

十
二
月
十
九
日
か
ら
適
用
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
九
年
三
月
二
七
日
総
理
府
令
第

一
二
号
）

こ
の
府
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
改
正
後
の

内
閣
及
び
総
理
府
所
管
旅
費
取
扱
規
則
及
び
警
察
庁
旅

費
取
扱
規
則
の
規
定
は
、
平
成
九
年
一
月
二
十
一
日
以

後
に
出
発
す
る
旅
行
か
ら
適
用
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
九
年
四
月
三
〇
日
総
理
府
令
第

三
一
号
）

こ
の
府
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
改
正
後
の

内
閣
及
び
総
理
府
所
管
旅
費
取
扱
規
則
の
規
定
は
、
平

成
九
年
四
月
二
日
以
後
に
出
発
す
る
旅
行
か
ら
適
用
す

る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
〇
年
一
二
月
一
五
日
総
理
府

令
第
七
七
号
）

こ
の
府
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
改
正
後
の

内
閣
及
び
総
理
府
所
管
旅
費
取
扱
規
則
の
規
定
中
中
央

省
庁
等
改
革
推
進
本
部
に
関
す
る
部
分
は
平
成
十
年
六

月
二
十
三
日
か
ら
、
経
済
戦
略
会
議
に
関
す
る
部
分
は

同
年
八
月
二
十
四
日
か
ら
適
用
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
一
年
三
月
一
〇
日
総
理
府
令

第
九
号
）

こ
の
府
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
改
正
後
の

内
閣
及
び
総
理
府
所
管
旅
費
取
扱
規
則
別
表
二
の
規
定

及
び
警
察
庁
旅
費
取
扱
規
則
の
規
定
は
、
平
成
十
年
十

月
十
六
日
以
後
に
出
発
す
る
旅
行
か
ら
適
用
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
一
年
八
月
二
〇
日
総
理
府
令

第
四
二
号
）

こ
の
府
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
改
正
後
の

内
閣
及
び
総
理
府
所
管
旅
費
取
扱
規
則
の
規
定
は
、
平

成
十
一
年
七
月
二
十
七
日
か
ら
適
用
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
一
年
一
二
月
二
〇
日
総
理
府

令
第
六
五
号
）

こ
の
府
令
は
、
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法

律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
の
施
行
の
日

（
平
成
十
二
年
一
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
六
月
三
〇
日
総
理
府
令

第
七
〇
号
）
　
抄

１
　
こ
の
府
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
改
正
後
の
内
閣
及
び
総
理
府
所
管
旅
費
取
扱
規
則
の

規
定
中
特
定
指
定
職
在
職
者
等
に
関
す
る
部
分
は
平
成

十
二
年
四
月
十
二
日
以
後
に
、
国
地
方
係
争
処
理
委
員

会
に
関
す
る
部
分
は
同
年
四
月
十
七
日
以
後
に
、
そ
の

他
の
部
分
は
同
年
四
月
一
日
以
後
に
出
発
す
る
旅
行
か

ら
適
用
し
、
同
日
前
に
出
発
し
た
旅
行
に
つ
い
て
は
、

な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
七
月
一
三
日
総
理
府
令

第
七
八
号
）

こ
の
府
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
改
正
後
の

内
閣
及
び
総
理
府
所
管
旅
費
取
扱
規
則
の
規
定
中
金
融

庁
長
官
に
関
す
る
部
分
は
、
平
成
十
二
年
七
月
一
日
か

ら
適
用
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
一
一
月
二
九
日
総
理
府

令
第
一
四
三
号
）

こ
の
府
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
改
正
後
の

内
閣
及
び
総
理
府
所
管
旅
費
取
扱
規
則
の
規
定
中
原
子

力
安
全
委
員
会
緊
急
事
態
応
急
対
策
調
査
委
員
に
関
す

る
部
分
は
平
成
十
二
年
六
月
十
六
日
か
ら
、
そ
の
他
の

部
分
は
同
年
七
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
一
一
月
三
〇
日
総
理
府

令
第
一
四
四
号
）

こ
の
府
令
は
、
内
閣
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
八
号
）
の
施
行
の
日
（
平

成
十
三
年
一
月
六
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
三
年
四
月
二
五
日
内
閣
府
令

第
五
一
号
）
　
抄

１
　
こ
の
府
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
改
正
後
の
内
閣
府
所
管
旅
費
取
扱
規
則
の
規
定
中
任

期
付
職
員
及
び
任
期
付
研
究
員
に
関
す
る
部
分
は
平
成

十
三
年
一
月
六
日
以
後
に
出
発
す
る
旅
行
か
ら
、
そ
の

他
の
部
分
は
同
年
四
月
一
日
以
後
に
出
発
す
る
旅
行
か

ら
適
用
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
三
年
八
月
二
九
日
内
閣
府
令

第
七
〇
号
）

こ
の
府
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
改
正
後
の

内
閣
府
所
管
旅
費
取
扱
規
則
の
規
定
中
経
済
財
政
諮
問

会
議
、
総
合
科
学
技
術
会
議
、
中
央
防
災
会
議
及
び
男

女
共
同
参
画
会
議
に
関
す
る
部
分
は
平
成
十
三
年
一
月

六
日
以
後
に
出
発
す
る
旅
行
か
ら
、
情
報
公
開
審
査
会

に
関
す
る
部
分
は
同
年
四
月
一
日
以
後
に
出
発
す
る
旅

行
か
ら
適
用
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
五
年
一
月
三
一
日
内
閣
府
令

第
六
号
）

こ
の
府
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
改
正
後
の

内
閣
府
所
管
旅
費
取
扱
規
則
の
規
定
は
、
平
成
十
四
年

十
二
月
一
日
以
後
に
出
発
す
る
旅
行
か
ら
適
用
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
五
年
四
月
九
日
内
閣
府
令
第

四
一
号
）

こ
の
府
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
五
年
一
一
月
一
七
日
内
閣
府

令
第
九
六
号
）

こ
の
府
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
改
正
後
の

内
閣
府
所
管
旅
費
取
扱
規
則
の
規
定
は
、
平
成
十
五
年

七
月
一
日
以
後
に
出
発
す
る
旅
行
か
ら
適
用
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
六
年
三
月
二
九
日
内
閣
府
令

第
二
五
号
）

こ
の
府
令
は
、
平
成
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
六
年
一
一
月
一
二
日
内
閣
府

令
第
八
七
号
）

１
　
こ
の
府
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

２
　
改
正
後
の
内
閣
府
所
管
旅
費
取
扱
規
則
（
以
下
「
改

正
後
の
府
令
」
と
い
う
。
）
の
規
定
は
、
平
成
十
六
年

四
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。
た
だ
し
、
改
正
後
の
府
令

別
表
二
の
一
及
び
別
表
二
の
二
の
規
定
は
、
平
成
十
六

年
十
月
二
十
八
日
か
ら
適
用
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
七
年
四
月
一
日
内
閣
府
令
第

四
一
号
）

こ
の
府
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
改
正
後
の

内
閣
府
所
管
旅
費
取
扱
規
則
第
六
条
第
二
項
第
十
二
号

の
規
定
は
、
平
成
十
七
年
二
月
十
七
日
以
後
に
出
発
す

る
旅
行
か
ら
適
用
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
八
年
三
月
三
日
内
閣
府
令
第

七
号
）

こ
の
府
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
八
年
三
月
二
四
日
内
閣
府
令

第
一
八
号
）

こ
の
府
令
は
、
平
成
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。
た
だ
し
、
別
表
三
の
改
正
規
定
は
、
防
衛
庁
設
置

法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
の
日
（
平
成
十

八
年
三
月
二
十
七
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
九
年
一
月
四
日
内
閣
府
令
第

一
号
）

こ
の
府
令
は
、
防
衛
庁
設
置
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
百
十
八
号
）
の
施
行
の

日
（
平
成
十
九
年
一
月
九
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
九
年
三
月
三
〇
日
内
閣
府
令

第
二
八
号
）

こ
の
府
令
は
、
平
成
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
〇
年
一
月
二
四
日
内
閣
府
令

第
二
号
）

5



こ
の
府
令
は
、
平
成
二
十
年
一
月
三
十
日
か
ら
施
行

す
る
。附

　
則
　
（
平
成
二
〇
年
四
月
一
日
内
閣
府
令
第

二
四
号
）

こ
の
府
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
一
年
四
月
一
日
内
閣
府
令
第

一
八
号
）

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
一
年
八
月
二
八
日
内
閣
府
令

第
四
四
号
）

こ
の
府
令
は
、
消
費
者
庁
及
び
消
費
者
委
員
会
設
置

法
の
施
行
の
日
（
平
成
二
十
一
年
九
月
一
日
）
よ
り
施

行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
一
年
一
一
月
一
六
日
内
閣
府

令
第
六
七
号
）

こ
の
府
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
四
年
六
月
二
九
日
内
閣
府
令

第
四
三
号
）

こ
の
府
令
は
、
平
成
二
十
四
年
七
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。附

　
則
　
（
平
成
二
四
年
九
月
一
四
日
内
閣
府
令

第
五
六
号
）

こ
の
府
令
は
、
原
子
力
規
制
委
員
会
設
置
法
の
施
行

の
日
（
平
成
二
十
四
年
九
月
十
九
日
）
か
ら
施
行
す

る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
六
年
一
月
六
日
内
閣
府
令
第

一
号
）

こ
の
府
令
は
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
平
成
二
十
六

年
一
月
一
日
か
ら
適
用
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
六
年
五
月
一
六
日
内
閣
府
令

第
四
〇
号
）

こ
の
府
令
は
、
内
閣
府
設
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
三
十
一
号
）
の
施
行
の

日
（
平
成
二
十
六
年
五
月
十
九
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
六
年
九
月
一
日
内
閣
府
令
第

六
〇
号
）

こ
の
府
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
七
年
一
二
月
二
八
日
内
閣
府

令
第
七
七
号
）

こ
の
府
令
は
、
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法
律
及

び
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め

の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
附
則
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日

（
平
成
二
十
八
年
一
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
八
年
三
月
三
一
日
内
閣
府
令

第
二
一
号
）

こ
の
府
令
は
、
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
九
年
三
月
三
一
日
内
閣
府
令

第
一
二
号
）

こ
の
府
令
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。附

　
則
　
（
平
成
三
一
年
四
月
二
二
日
内
閣
府
令

第
二
二
号
）

こ
の
府
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ

し
、
附
則
第
四
項
の
改
正
規
定
は
、
天
皇
の
退
位
等
に

関
す
る
皇
室
典
範
特
例
法
（
平
成
二
十
九
年
法
律
第
六

十
三
号
）
の
施
行
の
日
の
翌
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
二
年
一
月
六
日
内
閣
府
令
第
一

号
）

こ
の
府
令
は
、
特
定
複
合
観
光
施
設
区
域
整
備
法
附

則
第
一
条
第
三
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
（
令
和

二
年
一
月
七
日
）
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
改
正
後

の
内
閣
府
所
管
旅
費
取
扱
規
則
第
九
条
第
二
項
第
一

号
、
第
八
号
及
び
第
十
一
号
の
規
定
は
、
平
成
十
三
年

一
月
六
日
か
ら
適
用
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
三
年
三
月
一
〇
日
内
閣
府
令
第

八
号
）

こ
の
府
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
五
年
三
月
三
一
日
内
閣
府
令
第

三
三
号
）

こ
の
府
令
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す

る
。

別
表
一
（
第
二
条
関
係
）

相当する職務の級

秘
書

官

重
要
政
策
に
関

す
る
会
議
又
は

審
議
会
等
の
非

常
勤
の
委
員
等

日本学術会議会員等

宮内庁職員

非

常

勤

職

員

の

う

ち

重

要

政

策

に

関

す

る

会

議

又

は

審

議

会

等

の

委

員

等

以

外

の

職

員

指定職

　

経
済
財
政
諮
問

会

議

の

議

員

（
関
係
機
関
の

日本学

東宮大

　

長

及

び

有

識

者
）
、
総
合
科

学
技
術
・
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
会

議
の
非
常
勤
の

議

員

（

有

識

者
）
、
国
家
戦

略
特
別
区
域
諮

問
会
議
の
議
員

（
有
識
者
）
、
中

央
防
災
会
議
の

委
員
（
指
定
公

共
機
関
の
代
表

者

及

び

有

識

者
）
、
男
女
共

同
参
画
会
議
の

議

員

（

有

識

者
）
、
食
品
安

全
委
員
会
の
非

常
勤
の
委
員
、

原
子
力
委
員
会

の
非
常
勤
の
委

員
、
衆
議
院
議

員
選
挙
区
画
定

審
議
会
委
員
、

国
会
等
移
転
審

議
会
委
員
、
公

益
認
定
等
委
員

会
の
非
常
勤
の

委
員
、
再
就
職

等
監
視
委
員
会

委
員
、
個
人
情

報
保
護
委
員
会

の
非
常
勤
の
委

員
、
カ
ジ
ノ
管

理
委
員
会
の
非

常
勤
の
委
員
、

金
融
審
議
会
委

員
、
金
融
審
議

会
臨
時
委
員
、

公
認
会
計
士
・

監
査
審
査
会
の

非
常
勤
の
委
員

、
企
業
会
計
審

議
会
会
長
、
企

業
会
計
審
議
会

委
員
、
企
業
会

術会議会長及び同副会長

夫、式部官長

計
審
議
会
臨
時

委
員

１０級

　

経
済
財
政
諮
問

会
議
専
門
委
員

、
総
合
科
学
技

術
・
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
会
議
専

門
委
員
、
中
央

防
災
会
議
専
門

委
員
、
男
女
共

同
参
画
会
議
専

門
委
員
、
審
議

会
等
（
地
方
支

分
部
局
に
置
か

れ
た
も
の
を
除

く
。
）
の
会
長
、

委
員
、
臨
時
委

員
及
び
特
別
委

員
、
食
品
安
全

委
員
会
専
門
委

員
、
原
子
力
委

員
会
参
与
、
原

子
力
委
員
会
専

門
委
員
、
国
会

等
移
転
審
議
会

専
門
委
員
、
公

益
認
定
等
委
員

会
専
門
委
員
、

金
融
審
議
会
専

門
委
員
、
公
認

会
計
士
・
監
査

審
査
会
試
験
委

員
、
企
業
会
計

審
議
会
幹
事

日本学術会議会員（

会
長及び副会長を除く。

）

一般職給与法を準用して定められている職務の級

行

政

職

俸

給

表

（
一
）

の

適

用

を

受

け

る

者

と

の

権

衡

を

考

慮

し

て

旅

行

命

令

権

者

が

相

当

と

認

め

る

職

務

の
級

９級

特
別

職
の

職
員

の
給

与
に

関
す

る
法

律（

昭
和
２

４
年

法
律

第
２

　

　

　

　

6



５
２

号
）

別
表

第
三

の
９

号
俸

以
上

１
２

号
俸

以
下

８級

　

　

日本学術会議連携会員

　

　

７級

５
号

俸
以

上
８

号
俸

以
下

審
議
会
等
（
地

方
支
分
部
局
に

置
か
れ
た
も
の

を
除
く
。
）
の

専
門
委
員
、
幹

事
及
び
地
方
支

分
部
局
に
置
か

れ
た
審
議
会
等

の
会
長

　

　

　

６級

３
号

俸
及

び
４

号
俸

　

　

　

　

５級

　

地
方
支
分
部
局

に
置
か
れ
た
審

議
会
等
の
委
員

そ
の
他
こ
れ
ら

に
準
ず
る
者

　

　

　

４級

２
号

俸

　

　

　

　

３級

１
号

俸

　

　

　

　

２級

　

　

　

　

　

１級

　

　

　

　

　

備
考
　
非
常
勤
職
員
の
う
ち
重
要
政
策
に
関
す
る
会
議
又

は
審
議
会
等
の
委
員
等
以
外
の
職
員
の
職
務
の
級
を
定
め

る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
者
を
指
定
職
以
上
の
職
務
と
す

る
場
合
は
、
内
閣
総
理
大
臣
が
財
務
大
臣
に
協
議
し
て
定

め
る
も
の
と
す
る
。

別
表
二
の
一
（
第
二
条
関
係
）

行
政
職
俸
給
表
（
一
）
の
各
級
に
相
当
す
る
職
務

の
級

行

政

職

俸

給

表

（
一
）

行

政

職

俸

給

表

（
二
）

専門行政職俸給表

税務職俸給表

公

安

職

俸

給

表

（
一
）

公

安

職

俸

給

表

（
二
）

海

事

職

俸

給

表

（
一
）

海

事

職

俸

給

表

（
二
）

教

育

職

俸

給

表

（
一
）

教

育

職

俸

給

表

（
二
）

研究職俸給表

医

療

職

俸

給

表

（
一
）

医

療

職

俸

給

表

（
二
）

医

療

職

俸

給

表

（
三
）

福祉職俸給表

専門スタッフ職俸給表

１

０

級

　

８級

１０級

１

１

級

１

０

級

　

　

５
級

　

６級

５
級

　

　

　

４級

９
級

　

７級

９級

１

０

級

９
級

７
級

　

４

級

の

５

号

俸

以
上

　

５級の５号俸以上

４
級

８
級

　

　

３級

８
級

　

６級

８級

９
級

８
級

　

　

４

級

の

４

号

俸

以

下

３

級

の

２

９

号

俸

以

上

　

５級の４号俸以下

３

級

の

５

号

俸

以
上

　

　

　

２級

７
級

　

５級

７級

８
級

７
級

６
級

　

３

級

の

９

号

俸

か

ら

２

８

３

級

の

２

９

号

俸

以

上

　

３

級

の

４

号

俸

以
下

７
級

７
級

６級

　
号

俸

ま
で

６
級

　

４級

６級

７
級

６
級

　

　

２

級

の

２

５

号

俸

以

上

３

級

の

２

５

号

俸

か

ら

２

８

号

俸

ま

で２

級

の

４

９

号

俸

以

上

４級３級の１３号俸以上

２

級

の

１

３

号

俸

以

上

６
級

６
級

５級

１級

５
級

　

３級

５級

６
級

５
級

５
級

　

３

級

の

８

号

俸

以
下

２

級

の

１

７

号

俸

か

ら

２

４

号

俸

ま

で

３

級

の

１

７

号

俸

か

ら

２

４

号

俸

ま

で２

級

の

４

１

号

俸

か

ら

４

８

号

俸

ま

で

３級の５号俸から１２号俸まで

２

級

の

９

号

俸

か

ら

１

２

号

俸

ま
で

５
級

５
級

４級

　

４
級

５
級

　

４級

５
級

４
級

４
級

６
級

２

級

の

５

号

俸

か

ら

１

６

号

俸

ま
で

３

級

の

５

号

俸

か

ら

１

６

号

俸

ま
で

２

級

の

３

７

号

俸

か

ら

４

０

号

俸

ま

で１

級

の

５

３級の４号俸以下

２

級

の

８

号

俸

以
下

１

級

の

２

５

号

俸

以

上

　

　

　

　

７

号

俸

以

上

３
級

４
級

２級

３級

４
級

３
級

３
級

５
級

２

級

の

４

号

俸

以
下

１

級

の

２

５

号

俸

以

上

３

級

の

４

号

俸

以
下

２

級

の

２

５

号

俸

か

ら

３

６

号

俸

ま

で１

級

の

３

７

号

俸

か

ら

５

６

号

俸

ま

で

２級の２５号俸以上

１

級

の

１

３

号

俸

か

ら

２

４

号

俸

ま

で

４
級

３

級

の

５

号

俸

以
上

４
級

３

級

の

５

号

俸

以
上

３級２級の１３号俸以上

　

２
級

３
級

１級の１７号俸以上

２級

３

級

の

９

号

俸

以
上

２

級

の

３

３

号

俸

以

上１

級

の

４

１

号

俸

以

上

２
級

２

級

の

９

号

俸

以
上

４
級

３
級

１

級

の

９

号

俸

か

ら

２

４

号

俸

ま
で

２

級

の

９

号

俸

か

ら

２

４

号

俸

ま
で

１

級

の

２

１

号

俸

か

ら

３

６

号

俸

ま

で

２級の９号俸から２４号俸まで１級の４５号俸以上

１

級

の

１

２

号

俸

以

下

３

級

の

４

号

俸

以
下

２

級

の

９

号

俸

以
上

３

級

の

４

号

俸

以
下

２

級

の

２

９

号

俸

以

上

２級の１２号俸以下
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１
級

２
級

１
級

１級の１６号俸以下

１級

３

級

の

８

号

俸

以
下

２

級

の

３

２

号

俸

以

下１

級

の

４

０

号

俸

以

下

１
級

２

級

の

８

号

俸

以
下

１
級

２
級

１
級

１

級

の

８

号

俸

以
下

２

級

の

８

号

俸

以
下

１

級

の

２

０

号

俸

以

下

２級の８号俸以下１級の４４号俸以下

　

２

級

の

８

号

俸

以
下

１
級

２

級

の

２

８

号

俸

以

下１
級

１級

　

別
表
二
の
二
（
第
二
条
関
係
）

定
年
前
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
（
国
家
公
務
員

法
第
六
十
条
の
二
第
二
項
に
規
定
す
る
定
年
前
再
任

用
短
時
間
勤
務
職
員
）
又
は
暫
定
再
任
用
職
員
（
国

家
公
務
員
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
令
和
三

年
法
律
第
六
十
一
号
）
附
則
第
三
条
第
四
項
に
規
定

す
る
暫
定
再
任
用
職
員
）
の
行
政
職
俸
給
表
（
一
）

の
各
級
に
相
当
す
る
職
務
の
級

行

政

職

俸

給

表

（
一
）

行

政

職

俸

給

表

（
二
）

専門行政職俸給表

税務職俸給表

公

安

職

俸

給

表

（
一
）

公

安

職

俸

給

表

（
二
）

海

事

職

俸

給

表

（
一
）

海

事

職

俸

給

表

（
二
）

教

育

職

俸

給

表

（
一
）

教

育

職

俸

給

表

（
二
）

研究職俸給表

医

療

職

俸

給

表

（
一
）

医

療

職

俸

給

表

（
二
）

医

療

職

俸

給

表

（
三
）

福祉職俸給表

専門スタッフ職俸給表

１

０

級

　

８級

１０級

１

１

級

１

０

級

　

　

５
級

　

６級

５
級

　

　

　

４級

９
級

　

７級

９級

１

０

級

９
級

７
級

　

　

　

　

４
級

８
級

　

　

３級

８
級

　

６級

８級

９
級

８
級

　

　

４
級

　

５級

　

　

　

　

２級

７
級

　

５級

７級

８
級

７
級

６
級

　

　

　

　

３
級

７
級

７
級

６級

　

６
級

　

４級

６級

７
級

６
級

　

　

　

　

４級

　

６
級

６
級

５級

１級

５
級

　

３級

５級

６
級

５
級

５
級

　

３
級

３
級

３級

　

５
級

５
級

４級

　

４
級

５
級

　

４級

５
級

４
級

４
級

６
級

２
級

２
級

　

２
級

　

　

　

　

３
級

４
級

２級

３級

４
級

３
級

３
級

５
級

１
級

１
級

２級

１
級

４
級

３
級

４
級

３
級

３級２級

　

２
級

３
級

１級

２級

３
級

２
級

１
級

２
級

２
級

４
級

３
級

　

　

１級

　

２
級

２
級

　

　

１
級

２
級

１
級

　

１級

　

１
級

１
級

２
級

１
級

　

　

　

　

１
級

１
級

１級

　

別
表
三
（
第
二
条
関
係
）

特
定
指
定
職
在
職
者
等

特
定
指
定
職
在

職
者

特
定
指
定
職
在
職
者
に
相
当
す
る

も
の

内

閣

府

事

務

次
官

内
閣
府
審
議
官

内
閣
府
経
済
社

会

総

合

研

究

所
長

宮
内
庁
次
長

公
正
取
引
委
員

会
事
務
総
長

金
融
庁
長
官

消
費
者
庁
長
官

こ
ど
も
家
庭
庁

長
官

経
済
財
政
諮
問
会
議
の
議
員
（
関

係
機
関
の
長
及
び
有
識
者
）

総
合
科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
会
議
の
非
常
勤
の
議
員
（
有
識

者
）

国
家
戦
略
特
別
区
域
諮
問
会
議
の

議
員
（
有
識
者
）

中
央
防
災
会
議
の
委
員
（
指
定
公

共
機
関
の
代
表
者
及
び
有
識
者
）

男
女
共
同
参
画
会
議
の
議
員
（
有

識
者
）

食
品
安
全
委
員
会
の
非
常
勤
の
委

員原
子
力
委
員
会
の
非
常
勤
の
委
員

衆
議
院
議
員
選
挙
区
画
定
審
議
会

委
員

国
会
等
移
転
審
議
会
委
員

公
益
認
定
等
委
員
会
の
非
常
勤
の

委
員

再
就
職
等
監
視
委
員
会
委
員

日
本
学
術
会
議
会
長
及
び
同
副
会

長東
宮
大
夫

式
部
官
長

個
人
情
報
保
護
委
員
会
の
非
常
勤

の
委
員

カ
ジ
ノ
管
理
委
員
会
の
非
常
勤
の

委
員

公
認
会
計
士
・
監
査
審
査
会
の
非

常
勤
の
委
員
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